
安全性

ＤＮＡコメットアッセイによる放射線照射食肉の検知
－ （株）ユーワークスとの新規画像解析ソフトの共同開発－

技術の特徴
・大きなDNA損傷にも適用できる、コメットアッセイ用の画像解析ソフトウエアを開発した。
・蛍光顕微鏡画像の細胞領域を自動認識し、DNA損傷を表すパラメータを迅速に計算。
・解析結果の画像表示、計算結果のCSV形式での書き出しが可能である。
・１００枚以上の登録画像を一括処理。

研究の内容

図３ ガンマ線照射した豚肉細胞のコメット像の解析例 図４ 解析パラメータの線量依存性

今後の展開
開発したソフトウエアは、アルカリコメットアッセイ法（変異原性試験法）にも適用できる
ソフトウエアは、（株）ユーワークスより「コメットアナライザ」 として実用化されている。
（http:
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図２ 照射肉類検知のためのコメットアッセイの流れ
（EN13784 に準拠）

１ kGy
５ kGy

１ kGy
５ kGy

１ kGy１ kGy
５ kGy

１ kGy
５ kGy

１ kGy
５ kGy

１ kGy０kGy ３ｋGy ５kGy

図１ 解析パラメータの定義
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